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要 旨 【背景】脳卒中発症後の身体活動量や離床の程度は死亡や機能予後に関連するため，
神経症状の安定した患者は不要な安静を避け，離床の頻度を増やすことが有用である

といわれているが，急性期脳卒中患者において歩行による身体活動量はどの程度維持されている
かの報告は少ない．そして自主的な歩行による身体活動量が多い患者，あるいは少ない患者の臨
床的な特徴は明らかになっていない．【目的】本研究では重度の神経症状がなく軽症であるにも
かかわらず，自主的な歩行による身体活動量が少ない患者の特徴を明らかにすることが目的であ
る．【方法】2022年 9 月から11月の間に国立病院機構九州医療センター脳血管・神経内科病棟（当
病棟）に入院した急性期脳卒中患者で，そのうち自立もしくは見守り以上で歩行が可能であり，
歩数計の装着に同意が得られた患者を対象とした．歩数計の測定は歩数計装着後 ２ 週間もしくは
退院までとした． １ 日平均歩数は測定期間の全歩数を測定日数で割り，算出した．【結果】本研
究の対象の17例（76歳［74–81］，女性 9 例）のうち，13例が脳梗塞， ４ 例が脳出血であった．対
象患者17例の １ 日平均歩数の中央値は1,228歩であった．対象患者のうち，中央値以上 １ 日平均
歩数を有した患者を高活動群（74歳［72–76］，女性 ３ 例），中央値に満たなかった患者を低活動
群（81歳［75–83］，女性 ６ 例）とした．
　低活動群の患者の特徴は，高活動群の患者と比較して高齢で（74歳［72–76］対81歳［75–83］，
p＝0.03），Mini Mental State Examination（MMSE）（29［25–30］対22［18–26］，p＜0.01）や
N式老年者用精神状態尺度（NMスケール）（50［42–50］対31［19–36］，p＝0.02）は，低活動群
の患者は高活動群と比して有意に低かった．【結論】自主的な歩行による身体活動量が少ない患
者の特徴は高齢であること，そしてMMSEやNMスケールといった認知機能が低いことである．
入院中の身体活動量低下を防ぐため，対象患者に対して行動変容技法や歩行あるいは運動を積極
的に行うような声掛けなどの対策を増やす必要がある．
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　低活動群の患者の特徴は，高活動群の患者と比較して高齢で（74歳［72–76］対81歳［75–83］，
p＝0.03），Mini Mental State Examination（MMSE）（29［25–30］対22［18–26］，p＜0.01）や
N式老年者用精神状態尺度（NMスケール）（50［42–50］対31［19–36］，p＝0.02）は，低活動群
の患者は高活動群と比して有意に低かった．【結論】自主的な歩行による身体活動量が少ない患
者の特徴は高齢であること，そしてMMSEやNMスケールといった認知機能が低いことである．
入院中の身体活動量低下を防ぐため，対象患者に対して行動変容技法や歩行あるいは運動を積極
的に行うような声掛けなどの対策を増やす必要がある．
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